
 

 

 

 

 

 

「読書のすすめ」 

美瑛小学校長  堀内 隆功  

 本格的な冬に入りました。例年にない早さでインフルエンザが流行していますので、手洗

いや保温、食事や睡眠などの規則正しい生活にどうぞ心掛けてください。 

 

 学校の「図書だより」でお知らせしていますが、町の「読書活動応援事業」で読書通帳が一定

数貯まった児童には、町の図書館から好みの本が一冊贈られています。学校で借りた本もカウン

トされますので、普段から図書館や図書室を利用して読書に親しんでいる様子に感心すると共

に、感動的な本との出会いを何度も経験しているのかもしれないと想像すると嬉しくなります。 

 

 本校の図書館には、司書さんや図書委員がお勧めの本コーナーを設置したり、教科書関連図書

やリクエスト本を学年学級文庫として準備したり、日刊の小学生新聞や時事を扱った月刊誌も置

かれてあり、調べ学習としての機能も果たしています。もちろん、司書さんのおかげで町の図書

館の蔵書を検索するなど連携ができていることもありがたいですし、ボランティアさんによる読

み聞かせも、子供たちはとても楽しみにしています。 

 

 読書の効用については言うまでもないでしょうが、年齢が上がるにつれて読書時間が短くなる

ことや、更には不読率が高くなること、また、テレビやオンラインゲームなどのスクリーンタイ

ムの時間が長い傾向があることが、国の調査等で明らかになっている現状を考えると、読書の機

会をもつ重要性を改めて認識することも必要なことかと思います。一番の違いは「文字言語」に

触れることの重要さと考えています。 

 

 低学年児童との会話で不思議なやりとりをしたことがあります。その子が言うには「先生は、

今、漢字でしゃべったでしょう？ 先生の口から『山』の漢字が出てきたよ。」と言うのです。ま

たある時は「先生、今、片仮名でしゃべったでしょう？ 先生の口からカタカナの『テレビ』が

出てきたよ。」本当に見えていたら怖いのですが、きっと本人の中では、言葉を可視化したよう

なイメージをもったのでしょう。 

 その子はちょうどそのときに漢字や片仮名を学習して、関心が高かったのかもしれません。た

だ、この出来事は、会話の言葉が頭を駆け巡る中で、いわゆる音声言語（話し言葉）を「文字言

語」（書き言葉）に変換して理解しているのだと思ったところです。似たようなところでは、私

たちも特に日本語では同音異義の言葉が多いので、言葉とそれに当てはまる漢字を想起させなが

ら理解していることに気付くことがあります。そのように考えると、思考と言葉は密接な関係が

ありますので、言葉をもつ、使う、ということは、つまり語彙の豊富さ、それは特に文字言語か

ら獲得することが大きいと考えられます。 

 

 読書は、読書そのものの楽しみがあります。本の世界に没頭する（想像力が働く、非日常の世

界の疑似体験を楽しむ）、出会えない偉人や歴史上の人物の生き方に触れ、モデルにしたり勇気

や元気をもらったりと、心の栄養になります。 

 一方で副次的にしろ、学力の基礎となる語彙を数多く獲得することができ、それが思考力や読

解力にもつながっていくことにもなるのです。 

 

日の入りが早くなり、お家の中で過ごす時間が長くなったご家庭も多い

ことでしょう。どうぞ時間に多少のゆとりをもっていただき、本との素敵

な出会いを求めてみたり、家族団らんでの読書の時間を設けてみたりする

のもよいのではないでしょうか。 

きみかげそう 
【学校教育目標】 健康で、豊かな心をもち、実践力のある児童の育成 

         「自ら学ぶ子（やる気）支え合う子（こん気）たくましい子（げん気）」 
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３ 年 生 

「リコーダー演奏：レッツゴーソーレーほか」「スライド発表：びえいのおいも」 

   

２ 年 生 

「歌唱：子犬のビンゴ、かけ算九九の歌」「鍵盤ハーモニカ演奏：かっこう、かえるの合唱ほか」 

「よっちょれ」 

   

１ 年 生 

「音読：おおきなかぶ、けんかした山」「鍵盤ハーモニカ演奏：あのね、どんぐりぐりぐり」 

「ミックスナッツのボディーパーカッション」「かみなりビリビリダンス」 

   

 

４ 年 生 

「白金太鼓の演奏」「歌唱：日本の歌」「落語の発表」「ソーラン節」 

 

   

 

５ 年 生 

「スライド発表：びえいのみりょく」「リコーダー演奏：ケーナのロマンスほか」 

 

   

６ 年 生 

「スライド発表：世界の美しい村とまちづくり」「合奏：サウンドオブミュージック」 

     

 １１月１１日（土）に学習発表会を行いました。今年度は、入場制限を設けることなく行えたので、たくさんの方に見ていただくことができ、とてもうれしく思っています。 

 インフルエンザが流行したため、あまり練習ができなかった学年もありましたが、子供たちは頑張って発表していました。そこで、各学年の発表内容を写真で一部紹介したいと思います。 



 

みなさんの住んでいる地域が、「十勝岳ジオパーク」です 

十勝岳ジオパーク推進協議会  

事務局長 長野 克哉  

なだらかな丘がどこまでもつづく美しい風景。この美瑛の丘の風景、いったいどうやってできた

のか知っていますか？ 

はるか２００万年前の昔、北海道の真ん中で大噴火が起こりました。地中にあった大量のマグマ

が噴き出して、地上の空気に触れて一気に別のもの（火山灰や軽石など）に変化し、そして高温の

ガスとともに周囲を流れ、下り、広がりました（この現象を火砕流（かさいりゅう）といいます）。

そうして広がった火山灰やら軽石やらが美瑛と上富良野の一帯に分厚く堆積しました。このように

して分厚く堆積した火山灰やら軽石やらは、雨や雪が降ったり、凍ったり解けたり、長い年月の様々

な気候の変化の影響を受けて、徐々になだらかな丘の地形になりました。しかし、その丘も今から

１５０年ほど前まで、アイヌの人々が暮らした時代までは原生林で覆われていました。明治時代に

なり開拓民が入植して原生林を切り開き、農地にすることで、現在の美しい丘の風景が出来上がっ

たのです。 

 さて、「ジオパーク」は、ジオ（大地）とパーク（公園）を合わせた造語です。珍しい地形や貴重

な岩石などの地質資源を大切に保護し、教育や観光などに活用していこうと活動する地域（エリア）

が認定されます。「十勝岳ジオパーク」は、美瑛町と上富良野町の２町のエリアを対象として、２０

２２年１月に認定されました。 

 この十勝岳ジオパークのエリアは、活火山である十勝岳の恵みとともに、その噴火の被害を受け

てきた地域でもあります。ジオパークでの活動を通して、美瑛町と上富

良野町が十勝岳のことをより深く知ることで、少しでも今後の火山防災

に役立てることができればと考えています。みなさんの住んでいる地域

「十勝岳ジオパーク」を、これからもどうぞ宜しくお願いします！ 

             

 

 

 

 

     

１２月 １日（金）委員会 

１２月 ４日（月）ＡＬＴ（１年） 

１２月 ５日（火）読み聞かせ（低） 

         縦割り清掃・遊び 

１２月 ６日（水）特別日課 ５時間授業 

         保護者面談 

         読み聞かせ（中） 

中学校出前授業（６年） 

１２月 ７日（木）特別日課 

         保護者面談 

１２月 ８日（金）特別日課 ５時間授業 

保護者面談 

         避難訓練（不審者） 

１２月１１日（月）特別日課 ５時間授業 

         保護者面談 

１２月１２日（火）特別日課 ５時間授業 

         保護者面談  

１２月１３日（水）特別日課 ５時間授業 

         保護者面談 朝会 

         幼保交流（２年） 

１２月１４日（木）特別日課 校内企画会議 

保護者面談（６年） ＳＣ来校日 

１２月１５日（金）学納金引落日 

１２月１８日（月）ＡＬＴ（２年） 

１２月２１日（木）特別日課 職員会議 

         校内支援委員会 

１２月２２日（金）午前授業（給食あり） 

２学期終業式 

１２月２３日（土）～１月１５日（月） 

         冬期休業 

～ １2 月の行事予定 ～ 

 

 

 


